
平
成
20
年
4
月
よ
り
、修
士
課
程
が
改
組
さ
れ
た
。
教

職
大
学
院（
専
門
職
学
位
課
程
）の
新
設
に
伴
い
、新
た
な

出
発
を
し
た
の
で
あ
る
。
教
育
者
に
求
め
ら
れ
る
力
が

複
雑
化
・
高
度
化
す
る
今
日
、修
士
課
程
も
ま
た
新
段
階

を
迎
え
て
い
る
。
教
育
の
理
論
と
実
践
に
関
す
る
高
度

な
専
門
性
と
実
践
的
指
導
力
を
備
え
た
、高
度
専
門
職
業

人
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

新
た
な
組
織

新
た
な
組
織
は
図
の
と
お
り
。　
　

が
新
た
な
領
域

を
得
て
出
発
し
た
専
攻
・
専
修
で
あ
る
。

修
士
課
程
共
通
科
目
の
展
開

一
回
生
全
員
が
、
修
士
課
程
共
通
科
目
を
受
講
す
る
。

授
業
題
目
は
「
現
代
に
お
け
る
学
校
教
育
の
課
題
〜
文

化
・
科
学
・
芸
術
の
現
代
的
成
果
の
最
先
端
と
子
ど
も

青
年
の
発
達
を
つ
な
ぐ
〜
」
で
あ
る
。
今
日
の
学
校
教

育
が
直
面
す
る
課
題
を
知
り
、
文
化
・
科
学
・
芸
術
の

内
容
を
、
子
ど
も
の
発
達
の
た
め
に
ど
う
取
り
入
れ
て

い
く
か
を
学
ぶ
。
学
長
の
講
義
に
始
ま
り
、
外
部
特
別

講
師
を
含
め
、
文
化
・
科
学
・
芸
術
・
教
育
と
、
本
学

な
ら
で
は
の
豪
華
で
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
教
員
が
、
知

恵
を
集
め
て
担
当
し
て
い
る
。

専
攻
共
通
科
目
、専
門
科
目
、修
士
論
文

専
攻
共
通
科
目
と
し
て
、
学
校
教
育
専
攻
で
は
「
学
校

教
育
研
究
方
法
論
」
と
「
子
ど
も
理
解
特
論
」
を
、
教
科

教
育
専
攻
で
は
「
教
科
授
業
研
究
特
論
」
を
学
び
、
多
彩

な
専
門
科
目
で
は
、
理
論
と
と
も
に
実
践
事
例
を
交
え
た

教
育
内
容
に
よ
っ
て
学
び
を
深
化
さ
せ
、
最
後
に
修
士
論

文
へ
と
昇
華
さ
せ
る
。

な
お
、修
士
課
程
と
専
門
職
学
位
課
程
（
教
職
大
学
院
）

は
、相
互
に
受
講
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。（
単
位
制
限
あ
り
）

 特
色
あ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開

〜「
地
域
と
伝
統
文
化
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」ほ
か
〜

修
士
課
程
で
は
、す
べ
て
の
院
生
が
受
講
で
き
る
特
色

あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、「
地
域
と
伝
統
文
化
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム（
平
成

19
年
度
大
学
院
教

育
改
革
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
採
択
）
を

新
し
く
展
開
中
で

あ
る
。〝
世
界
遺

産
と
環
境
に
恵
ま

れ
た
教
育
系
大
学

院
〞と
い
う
、本
学

だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
専
攻
・
専
修
に
関
わ
ら
ず
、

本
学
に
学
ぶ
多
く
の
院
生
に
受
講
を
薦
め
た
い
。
そ
の

他
、「
幼
保
統
合
の
保
育
実
践
知
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
平

成
19
年
度
専
門
職
大
学
院
等
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
採

択
）な
ど
、充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。

平
成
20
年
度
大
学
院
改
組
は
、新
修
士
課
程
と
教
職
大

学
院
の
新
設
と
し
て
ひ
と
ま
ず
決
着
を
見
た
が
、改
革
の

努
力
は
続
い
て
い
る
。
奈
良
教
育
大
学
大
学
院
で
院
生

が
何
を
学
び
、ど
の
よ
う
な
力
量
を
つ
け
て
修
了
し
て
い

く
か
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

野
球
、冬
ソ
ナ
、メ
ジ
ャ
ー
、ケ
ロ
ロ
軍
曹
、ク
イ
ズ
ヘ

キ
サ
ゴ
ン
、ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、ニ
ュ
ー

ス
、ド
ラ
エ
も
ん
。

こ
れ
は
、年
輩
の
人（
実
は
現
職
教
員
で
教
職
大
学
院

生
）が
中
学
一
年
の
教
室
で
見
て
い
る（
写
真
①
右
）、「
思

い
っ
き
り〝
自
己
Ｐ
Ｒ
〞」と
題
す
る
シ
ー
ト
に
記
さ
れ
た
、

「
よ
く
観
る
Ｔ
Ｖ
」の
中
で
挙
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
向
こ
う
に
い
る
の
が
学
部
卒
の
院
生
。
さ
す
が
現
職
教

員
は
、目
の
付
け
ど
こ
ろ
が
違
う
。
教
室
の
掲
示
物
か
ら

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
特
性
を
捉
え
て
、そ
の
子
の
学
び

と
関
連
づ
け
よ
う
と
す
る
。
学
部
卒
の
院
生
は
、そ
の
学

び
方
を
見
習
っ
て
自
然
に
学
ぶ
よ
う
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん

授
業
で
気
づ
い
た
事
柄
は
、院
生
が
所
定
の
用
紙
に
メ
モ

を
し
て
お
り
、教
室
の
前
後
か
ら
ビ
デ
オ
撮
影
を
し
て
記

録
に
残
す
。

そ
し
て
放
課
後
に
、写
真
②
の
よ
う
に
、Q
＆
A
の
会

が
あ
る
。
こ
の
写
真
は
、小
学
校
の
授
業
を
参
観
し
た
後

の
Q
＆
A
の
会
だ
が
、事
前
に
教
職
大
学
院
教
員
を
交
え

た
検
討
会
が
あ
る
。
だ
か
ら
、Q
＆
A
で
は
十
分
考
え
抜

い
た
質
問
を
投
げ
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
聞
き
方
次

第
で
、答
え
る
方
も
快
く
答
え
た
り
、そ
う
で
な
か
っ
た

り
す
る
が
、院
生
は
そ
こ
ら
辺
の
心
得
も
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

教
職
大
学
院
一
回
生
は
、5
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
週

一
日（
小
学
校
は
木
曜
、中
学
校
は
火
曜
）、こ
の
よ
う
に

一
日
か
け
て
授
業
を
見
て
検
討
す
る
。
現
職
院
生
も
小
・

中
学
校
の
両
方
に
行
く
と
、こ
れ
ま
で
異
校
種
の
訪
問
が

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
、「
視
野
が
広
が
っ
た
」と
い
う

声
も
多
い
。

私
た
ち
教
員
は
、教
育
実
習
に
並
行
し
て「
授
業
省
察
」

「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
リ
サ
ー
チ
」「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」「
ケ
ー

ス
・
ス
タ
デ
ィ
」を
受
け
持
つ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
院
生
は
、

学
校
で
見
聞
き
し
た
事
柄
と
学
問
的
研
究
と
を
関
連
づ

け
て
い
く
。

例
え
ば
、「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
リ
サ
ー
チ
」の
授
業
で
は
、Q

－

U（
学
級
経
営
の
現
状
と
改
善
法
を
示
す
評
価
法
）を

習
い
、そ
の
考
え
方
を
教
科
指
導
の
根
底
に
あ
る
学
級
経

営
の
あ
り
方
に
見
出
す
。「
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
」の
授
業

で
は
、〝
科
学
の
知
〞よ
り
む
し
ろ〝
臨
床
の
知
〞で
は
ど
う

な
る
の
か
と
考
え
、「
授
業
省
察
」で
は
、個
々
の
授
業
に

即
し
て
評
価
し
た
り
、改
善
案
を
出
し
た
り
す
る
。
そ
し

て
、「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」の
授
業
に
お
い
て
、学
び
の
歩

み
を
辿
っ
て
、成
長
や
変
容
を
可
視
化
す
る
の
で
あ
る
。

院
生
は
、教
育
実
習
や
大
学
で
の
授
業
の
概
要
、気
づ

き
な
ど
を
、貸
与
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て〝
デ
ジ

タ
ル
・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ（
他
の
教
員
や
院
生
も
ア
ク
セ

ス
可
能
）〞に
書
き
込
む
。
だ
か
ら
、す
べ
て
の
院
生
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
力
も
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

そ
し
て
教
職
大
学
院
生
は
、10
月
の
学
校
問
題
の
組
織
的

対
応
を
学
ぶ
教
育
実
習
、二
年
次
前
期
の
自
分
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
た
課
題
解
決
型
の
教
育
実
習
へ
と
進
ん
で
い
く
。

今
、院
生
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ
た
り
、「
院
生
便

り
」を
出
し
た
り
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
大
学

祭
へ
も
出
展
予
定
で
あ
る
。
皆
さ
ん
も
こ
の
よ
う
な
教

職
大
学
院
に
来
て
、一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

大学の取り組み

写真①

ち
ょ
っ
と
違
う
教
職
大
学
院
の
教
育
実
習

 

教
職
開
発
講
座 

教
授 

安
藤　

輝
次 

写真②

大学の取り組み

修
士
課
程
の
新
た
な
出
発 

〜
大
学
院
改
組
〜

大
学
院
改
組
準
備
委
員
長 

上
野　

ひ
ろ
美 

教育学研究科（修士課程） 教育学研究科（修士課程及び専門職学位課程）
専攻名 専修名

教育科学
教育心理学

国語教育
社会科教育
数学教育
理科教育
音楽教育
美術教育（書道を含む）
保健体育
英語教育
生活科学教育

奈良教育大学大学院改組図

【改組前】 【改組後】

学校教育
（7人）

専攻名 専修名
教育科学
教育心理学
教育臨床・特別支援教育

学校教育（10人）
（修士課程）

教育臨床・
特別支援教育

カリキュラム開発

教育実践開発
(8人）

教科教育
生徒指導
学級経営
教育課程

教職開発 (20 人）
（専門職学位課程）

教科教育 (45 人）

国語教育・日本語日本文化教育
社会科教育
数学教育（情報を含む）
理科教育（文化財科学を含む）
音楽教育
美術教育（書道、伝統文化・文化財を含む）
保健体育
英語教育（異文化理解を含む）
生活科学教育

教科教育 (40 人）
（修士課程）

・技術科（専修免許）の撤退

・教育臨床
・特別支援教育専修が
学校教育専攻に移行

・教職大学院の新設
・カリキュラム開発専
修の廃止

注 1  教育実践開発専攻の廃止　　注 2  技術科専修免許は学校教育専攻で取得

（       ）主
な
領
域

修士課程における教育課程

【履修課程】 【学びの階梯】 【サポートプログラム】
成果公表の努力

（学内外誌への投稿等） 自己の学びの対象化

修士論文の最終発表会
抽象化・一般化・理論化

海外学会への出席

TTによる評価体制

学内セミナー又は学会発表
論理構成・問題解決

学会への出席

T・Aの活用と教育

各種フィールド及び
　　　　教育実践フィールドの提供M2

M1

・養成GPに参加する学校フィールド
・ピアサポート
・スクールボランティア

TTグループによる指導

自由な教育研究環境の醸成

新入生オリエンテーション

修士論文中間発表

修士論文テーマ発表

専攻共通科目・専修専門科目

課程共通科目

指導教員とのオリエンテーション

学校フィールドを活用した
授業展開

問題意識の先鋭化
課題設定

専門知識、技術の獲得
研究方法論の修得
専攻に閉じこもらない

院生間のコミュニケーション力

自己の課題意識のたがやし
教育課題の俯瞰

問いを持てる力、課題化できる力
（学びの集団の形成）

奈良教育実践学会等への出席
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１
．
教
員
免
許
更
新
制
導
入
と

　
　
　
　
　
　
　

奈
良
教
育
大
学
の
役
割

平
成
19
年
6
月
に
教
育
職
員
免
許
法
が
改
正
さ

れ
、
平
成
21
年
度
か
ら
教
員
免
許
更
新
制
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
制
度
導
入
後
に
授

与
さ
れ
る
免
許
状
に
つ
い
て
は
10
年
の
有
効
期
間

が
、
こ
れ
ま
で
の
免
許
状
に
つ
い
て
は
10
年
ご
と

の
修
了
確
認
期
限
が
各
々
定
め
ら
れ
、
該
当
期
限

ま
で
に
免
許
状
更
新
講
習
（
必
修
領
域
12
時
間
と

選
択
領
域
18
時
間
の
計
30
時
間
）
の
受
講
・
修
了

が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。

か
ね
て
よ
り
奈
良
教
育
大
学
は
、
奈
良
県
に
お

け
る
中
核
的
な
教
員
養
成
機
関
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
と
と
も
に
、
大
学
院
へ
の
現
職
教
員
受
け

入
れ
、
10
年
経
験
者
研
修
、
学
校
経
営
研
修
な
ど

の
教
員
研
修
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
実
績
を
踏
ま
え
て
、
免
許
状
更
新
講
習
に
つ

い
て
も
、
本
学
が
中
心
と
な
っ
て
開
設
す
る
必
要

が
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
21
年
度
か
ら
の
本
格

実
施
に
お
い
て
、
必
修
領
域
に
関
し
て
は
奈
良
県

内
全
教
員
の
受
講
受
け
入
れ
を
行
い
、
選
択
領
域

に
お
い
て
も
相
当
数
の
受
講
受
け
入
れ
を
行
う
こ

と
を
基
本
的
な
方
針
と
し
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
教
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様

な
講
習
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
奈
良
県
教
育
委
員

会
及
び
県
内
大
学
と
、
19
年
度
か
ら
免
許
状
更
新

講
習
に
関
す
る
情
報
交
換
と
協
議
の
場
を
持
ち
、

連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。
県
教
育
委
員
会
提
供
の

資
料
に
よ
れ
ば
、
奈
良
県
で
は
毎
年
1
3
0
0
人

ほ
ど
の
受
講
者
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

２
．
奈
良
県
内
大
学
間
で
の
連
携
と

　
　
　
「
試
行
講
習
」実
施
に
向
け
て
の
取
り
組
み

本
年
度
は
、
文
部
科
学
省
の
委
託
を
受
け
て
、

奈
良
県
内
の
奈
良
女
子
大
学
、
畿
央
大
学
、
帝
塚

山
大
学
、
天
理
大
学
、
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
、
奈

良
芸
術
短
期
大
学
、
及
び
奈
良
県
教
育
委
員
会
と

の
連
携
協
力
の
も
と
、
試
行
と
し
て
の
更
新
講
習

（
以
下
「
試
行
講
習
」）
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
試
行
講
習
で
は
、
県
内
の
他
大

学
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学

の
特
色
を
活
か
し
た
多
様
な
講
習
が
開
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

試
行
講
習
に
つ
い
て
は
下
記
の
表
の
通
り
で
す
。

領域 開設日 開設講座名 主な対象 会場 受講人数 時間数

必修 ７/5・6（土・日） 教育の最新事情 全教員 奈良教育大学 １００人 １２時間

選択 7/12（土） 教育内容の研究（「表現」を中心に） 幼稚園教員 大阪樟蔭女子大学（関屋キャンパス） ２０人 ６時間

選択 7/12（土） 心理学の視点から 全教員共通 大阪樟蔭女子大学（関屋キャンパス） ５０人 ６時間

選択 8/11（月） 教育内容の充実（中高美術教員用） 中高美術教員 奈良芸術短期大学 ２０人 ６時間

選択 8/11（月） 社会科の授業内容への方法的接近 中高社会・地歴・公民教員 奈良教育大学 ４０人 ６時間

選択 8/12（火） 中高国語科の指導と教育内容の充実 中高国語教員 奈良教育大学 ５０人 ６時間

選択 8/13（水） 中高理科の指導と教育内容の充実 中高理科教員 奈良女子大学 ３０人 ６時間

選択 8/13（水） 幼児の発達と教育 幼稚園教員 奈良教育大学 ４０人 ６時間

選択 8/18（月） 教育内容の充実（全教員共通） 全教員共通 奈良教育大学 100人 ６時間

選択 8/19（火） 教育内容の充実（小学校教員用） 小学校教員 奈良教育大学 ５０人 ６時間

選択 8/20（水） 新教育課程における小学校教育 小学校教員 畿央大学 ５０人 ６時間

選択 8/20（水） 中高保健体育科の指導と生徒指導 中高保健体育教員 天理大学（体育学部キャンパス） ３０人 ６時間

選択 8/20（水） 特別支援教育の当面する課題 特別支援教育関連教員 奈良教育大学 ５０人 ６時間

大学の取り組み
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討
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藤
田　

正 
写
真
で
見
る

　
　

大
学
1
2
0
年

そ
の
2　

大
正
・
昭
和
期

明
治
21（
1
8
8
8
）年
に
創
設
さ
れ
た
本
学

は
、本
年
、1
2
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。11
月
22

日
に
は
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、他
に
も
記
念
誌
編

集
や
記
念
講
演
な
ど
の
記
念
事
業
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。明
治
期
、大
正
・
昭
和
期
、平
成
期

の
三
回
に
分
け
て
、「
写
真
で
見
る
大
学
1
2
0

年
」を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。今
回
は
そ
の
第
二

回
、大
正
・
昭
和
期
で
す
。

明
治
31（
1
8
9
8
）年
に
、師
範
教
育
令
に

よ
り
、奈
良
県
師
範
学
校
と
改
称
し
ま
す
。明
治

35
年
に
女
子
部
が
設
け
ら
れ
、
三
年
後
の
明
治

38
年
に
は
奈
良
県
女
子
師
範
学
校
と
し
て
独
立

し
ま
す
。大
正
期
は
、こ
の「
師
範
学
校
」と「
女

子
師
範
」と
で
幕
を
開
け
ま
す
。更
に
、大
正
10

（
1
9
2
1
）年
に
は
奈
良
県
実
業
補
習
学
校
教

員
養
成
所
が
開
校
し
、「
師
範
学
校
」の
整
備
と

拡
充
の
時
代
を
迎
え
ま
す
。

写
真
①
は
大
正
５
年
の
も
の
で
、「
秋
期
陸
上

運
動
会
ク
ラ
ス
優
勝
記
念
写
真
」と
あ
る
も
の
で

す
。白
い
服
で
中
に
立
つ
４
人
が
選
手
で
、周
り

が
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
な
の
で
し
ょ
う
。一
方
教
員
の

方
は
、大
正
２
年
の
も
の
と
し
て
、「
師
範
学
校

職
員
一
同
」と
題
す
る
写
真
②
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
頃
の
写
真
に
は
、
授
業
風
景
を
撮
影
し

た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。写
真
③
は
、理
科

実
験
風
景
、写
真
④
は
柔
道
練
習
で
、い
ず
れ
も

大
正
２
年
の
も
の
で
す
。よ
く
見
ま
す
と
、全
て

ポ
ー
ズ
が
撮
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
ス

ナ
ッ
プ
写
真
と
い
う
時
代
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

同
様
に
、写
真
⑤
は
女
子
師
範
の
様
子
を
撮
影
し

た
も
の
で
、音
楽
の
授
業
風
景
で
す
。

昭
和
18（
1
9
4
3
）年
、奈
良
県
師
範
学
校

と
女
子
師
範
学
校
は
統
合
・
官
立
移
管
さ
れ
、奈

良
師
範
学
校
の
男
子
部
・
女
子
部
と
な
り
ま
す
。

奈
良
県
実
業
補
修
学
校
教
員
養
成
所
は
、昭
和
10

年
に
奈
良
県
立
青
年
学
校
教
員
養
成
所
と
改
称

さ
れ
、昭
和
19
年
に
は
奈
良
青
年
師
範
学
校
と
し

て
官
立
移
管
さ
れ
ま
す
。二
つ
の
師
範
学
校
が
統

合
し
て
、奈
良
学
芸
大
学
が
発
足
す
る
の
は
、大

戦
後
の
昭
和
24（
1
9
4
9
）
年
の
こ
と
で
す
。

昭
和
初
期
の
写
真
は
少
な
く
、写
真
⑥
は
、女
子

寄
宿
寮
で
の「
静
座
」を
写
し
た
も
の
で
、当
時

を
語
る
貴
重
な
一
枚
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

1
2
0
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は
秘
書
・
企
画
課（
電
話

0
7
4
2

－

27

－

9
1
0
4
）に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

①

⑥⑤

④

③

②
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